
 学校だより 令和８年８月２７日
 

ひたちなか市立佐野小学校

　 　 前期「後半」に向けて　
 
  子供たちと再会できるのを楽しみにしている先生たちは、８月後半から教室で様々な準備（掃除、課題提
出BOXの設置など）を嬉しそうに行っています。そのため、9月１日(火)は、朝早くから教室に出向き、窓を
開け、エアコンを付け、ワクワクした気持ちで子供たちが登校してくるのを待つ姿が想像できます。 
　 夏休み前最後の登校日に行われた放送集会で、校長先生が伝えた【3つのお願い】❶自分で決めた
「夏休みのめあて」を達成する。❷苦手なことにこそ、Try! Try! Try!してみる。❸お家の手伝いを進んで
行う。日常的に行っている人は、休み中も継続する。は、は、実践できたでしょうか。 
　 いよいよ来週火曜日から、前期後半がスタートします。学校生活のリズムを取り戻し、前期後半も、一人
一人がめあてをもち、様々なことにChallengeしてほしいと願っています。また、感謝の気持ち・思いやりの
心をもって、様々な人と交流する機会を生かしてほしいと思っています。 
　 9月1日(火)は、給食なしの午前中授業（１１：３０下校）です。下校の仕方で、通常と異なる場合は、朝の
うちにＨ＆Ｓにてご連絡をお願いいたします。 
　 学校生活が再開するに当たり、子供たちは、長期の休みを終える不安や気がかりなこと、困りごとがある
かもしれません。担任に直接相談できない場合は、本校の【佐来楽（さくら）くん相談室】 
やその他の相談窓口を活用してください。
 
 茨城子どもホットライン（県教育委員会） 電 話: 029-221-8181（24時間・通話料無料） 

   メール: kodomo@edu.pref.ibaraki.jp（24時間受付）
 24時間子供SOSダイヤル（文部科学省） 電 話: 0120-078-310（24時間・通話料無料） 
 子どもの教育相談（県教育研修センター） 電 話: 029-225-7830（8時～22時）※保護者 

メール: 7830@center.ibk.ed.jp（24時間受付）

 
『自殺予防週間』 　  ９月１０日～１６日 

 
　 長期の休みが終わることで、様々な不安や悩みを抱えてしまう子供たちが全国的にいると言われていま
す。そうした不安や悩みは、誰にでも起こりうることです。その悩みを一人で抱え込ませたくないと思っていま
す。保護者の皆様に、お願いです。お子様に、気になる様子や変化が見られた場合は、私たち教職員にご相
談ください。一緒に、解決していきたいと考えております。また、学校生活においても、これまでの様子と異な

 り、違和感等を感じた場合は、ご家庭に連絡させていただくことがありますので、よろしくお願いいたします。
 　 子供たちが発している「サインを」見逃さないようにしていきたいと思います。

 

  
   生活目標　 ：　 心やからだを鍛えよう

  10月の主な予定
  

1日（火） 前期後半開始日   １日（木） 宿泊学習（５年）１日目 
 給食なし　 １１：３０下校   ２日（金） 宿泊学習（５年）2日目 

２日（水） 給食開始   ９日（金） 前期終業式 
７日（月） 教育実習生受け入れ開始 １3日（火） 後期始業式 
９日（水） スーパーマーケット見学（３年） １５日（木） 学校クラッシックコンサート訪問 

１５日（火） クリーンセンター見学（４年） １6日（金） 訪問指導（県） 
 委員会③ １9日（月） 訪問指導（市教委） 
 未来塾 20日（火） 遠足（２年） 
    □２１日（月） 敬老の日 交流給食（１年・佐野幼）
    □２２日（火） 国民の休日 21日（水） 遠足（４年）
    □２３日（金） 秋分の日 27日（火） 遠足（１年）・未来塾

   2９日（火） 未来塾 28日（水） 遠足（３年）
 29日（木） 就学時健康診断・遠足（6年）



 
『オンライン・ホームルーム』８月３日（月）　 お世話になりました 

 
 
  夏休み期間中のオンラインホームルームを実施しました。学校と家庭をオンラインでつなぎ、子供たちの
生活の様子や学習の進み具合を確認するとともに、久しぶりに先生や友達と交流する機会となりました。な

 お、学童を利用している児童は、各学級の教室からオンラインで参加しました。
　 ホームルームは二部構成で行い、宿題の進捗状況や夏休みの過ごし方についての近況報告をはじめ、
夏にちなんだコミュニケーションゲーム、音楽のリズム打ち、生活科や総合的な学習の時間の課題に関する

 質問タイムなど、学年ごとに工夫を凝らした内容で実施しました。
　 画面越しではありましたが、久しぶりに友達や先生と顔を合わせ、笑顔あふれる時間となりました。夏休

 み後半も、生活リズムを整えながら、元気に充実した毎日を過ごしてほしいと思います。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 


